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1-1. 実施概要
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発注者 国立研究開発法人理化学研究所 計算科学研究センター（R-CCS）
件名 2023年度 Society5.0の実現に向けた「富岳」活用推進にかかる支援業務
期間 2023年4月1日〜2024年3月29日

仕様書概要

（１）「富岳」 等計算基盤を活用した新規プロジェクト開拓の支援業務
• 「富岳」を活用するプロジェクトの抽出
• 「富岳」上の課題解決手段（ソフトウェア、プラットフォーム）の有効活用
• 外部資金の獲得支援
• 「富岳」ユーザ・非ユーザ間のネットワーク形成促進
• その他R-CCSと相談の上、新規プロジェクトの開拓を模索・提案し、推進する。

（２）「富岳」等計算基盤を活用したプロジェクトマネジメントの支援業務
• Society5.0推進拠点のプロジェクトマネジメント支援
• プロジェクト課題の解決支援

（３）上記支援業務に資する情報の収集、分析、管理のための活動等の支援業務
• プロジェクト開拓やマネジメントに資する情報の収集、分析、管理
• 次期スーパーコンピュータ等の計算基盤の開発に資する情報の収集、分析、管理
• R-CCSがSociety5.0の実現を目的として或いはこれに関連して主催するセミナー等の開催支援
• S5拠点の活動を社会に発信するための方策の提案
• その他Society5.0実現に向けて有用な情報の随時収集、分析、提供

支援業務について、下記の仕様書概要に沿って実施した。



1-2. 体制
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R-CCS
「富岳」Society5.0推進拠点

弊社

白井コーディネーター

プロジェクトリーダー

松岡拠点長
渡邊拠点長代理
伊藤副拠点長

責任者

メンバー

ご担当

JSOL 未来共創デジタル本部
シニアスペシャリスト 松崎

理研数理 チーフコンサルタント 久須見

プロジェクトマネジャー

プロジェクトリーダー

日本総合研究所 創発戦略センター
所長 松岡

シニアマネジャー 齊木
コンサルタント 逸見

調査協力、ノウハウ提供、アドバイザ

JSOL ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
真鍋、山本

営業

JSOL エンジニアリング事業本部
材料・ライフサイエンス部 部長 小沢

シミュレーションサイエンス領域アドバイザ

JSOL 未来共創デジタル本部
コンサルタント 有田、藤川、嵯峨、島村
リネア 数理エンジニアリンググループ 本田

担当者

JSOL 未来共創デジタル本部
本部長 本間

責任者



1-3. 会議体

本プロジェクトの推進にあたり、会議体として以下に出席し報告・相談を行った。
この他、適宜S5拠点メンバーとの打合せを実施した。
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No 会議体 実施頻度 所要
時間 内容 参加者

1
「富岳」
Society5.0
推進拠点定
例ミーティング

隔週 2.0h

•本業務に関する重要事項の松岡拠点長への報
告・相談（下記No.2の「富岳」Society5.0推進
活用実務者会議で事前報告・相談後に本会議に
付議）

• 拠点長、拠点長代理、
副拠点長、コーディネー
ター

• Society5.0推進拠点
メンバー

• 弊社メンバー

2
「富岳」
Society5.0
推進
実務者会議

隔週 2.0h

•「富岳」Society5.0推進拠点実務者による、拠点
業務の進捗報告、課題の報告、今後の進め方に
関する相談

• 拠点長代理、副拠点長、
コーディネーター

• Society5.0推進拠点
メンバー

• 弊社メンバー

上記１・２の会議において、４月にプロジェクト計画のすり合わせ、３月に最終報告を実施。



2．「富岳」等計算基盤を活用した
新規プロジェクト開拓の支援業務
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実施概要
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仕様書項目（１）「「富岳」等計算基盤を活用した新規プロジェクト開拓の支援業務」の支援実績につい
て、報告する。※No.列の(1)(2)・・は仕様書の番号、-1-2・・は弊社にて付す枝番である。

No 項目 支援実績

(1)-1 「富岳」成果普及のためのクラウド
連携 -「バーチャル富岳」-

バーチャル富岳ソフトウェアスタック定義へ向けた情報提供
① R-CCS4ソフトウェア（GENESIS、CUBE、NTChem、SCALE）についての概要・知財・コミュニ

ティ等について、弊社知見に基づく情報提供

(1)-2 「富岳ショーケース」

「富岳ショーケース」の進め方検討支援
① 「富岳ショーケース」作成方針の理解に基づく、「富岳」成果の情報収集
② デジタルツインの定義と「富岳」成果のデジタルツイン一覧
③ 産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの検討
④ 「ヘルスケア」「スマートシティ・防災」分野のショーケースのイメージ

(1)-3 「富岳」利用マニュアル
産業界向け「富岳」利用マニュアル、ファーストタッチオプション・クイックスタートガイドの更新
① 運技、RIST、FOCUSと連携しドキュメントの更新

(1)-4 理研と産業界の協創における
R-CCS提案の支援

理研-民間企業：都市熱収支マネジメント
① 理研と民間企業の協創フォーラムでの提案に向けた、R-CCS内での議論のたたき台として、都市

熱収支マネジメント（案）をイメージアップしご提案

(1)-5 「富岳」非ユーザに対する「富岳」
活用支援

SATREPSにおける「富岳」利用活用支援
① 東大生研・理研CSRの「富岳」活用プランニングにおける問合せへの回答と助言



貴所での「バーチャル富岳」開発における移植候補であり、ベンチマーク検証等が先行して進む4ソフトウェア
（GENESIS、CUBE、NTChem、SCALE）に関して、ソフトウェアのスタック定義に資する調査・情報提供、
および普及へ向けた課題・助言を行った。

【概要】
• 2023年9月26日の実務者会議にて、下記アジェンダで弊社知見に基づく情報提供・助言、調査結

果の報告を行った。
1. OSS・ライセンス類型、 AICSのソフトウェア公開状況（2020年度推進室資料）
2. GENESISの成果普及へ向けた現状整理

（概要・ライセンス・コミュニティ・販売企業）
3. CUBEの成果普及へ向けた現状整理（概要・ライセンス・コミュニティ）
4. SCALEのソフトウェア調査結果
5. 産業界でのSCALE on 「バーチャル富岳」の利用可能性の調査
6. NTChemのソフトウェア調査結果
7. NTChemの産学コンソーシアムについて

【参考】 SIP2期「スマートバイオ産業・農業基盤技術」中嶋先生関連情報

(1)-1. 「富岳」成果普及のためのクラウド連携 -「バーチャル富岳」-
①R-CCS4ソフトウェア（GENESIS、CUBE、NTChem、SCALE）についての概要・知財・コミュニティ
等について、弊社知見に基づく情報提供
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(1)-2. 「富岳ショーケース」
①「富岳ショーケース」作成方針の理解に基づく、「富岳」成果の情報収集
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• 9月12日開催の実務者会議にて、「富岳ショーケース」作成の方針が示され、会議メンバーにて議論を
行った。
「富岳ショーケース」作成方針の弊社理解
１）「富岳」の成果をテーマ別にアピールする「富岳ショーケース」と「富岳アプリケーション群」を作成し、

ユーザー開拓を行うワークフローを考える。富岳ショーケースは、利用ガイドにも繋がる。
２） 「富岳ショーケース」・「富岳アプリケーション群」は、健康生活、防災・スマートシティ、ものづくりなど

の分野で、R-CCS研究チームや成果創出加速プログラムなどの実績から作成する。
３） 「富岳ショーケース」を広報し、富岳アプリケーションのユーザーを募り、ユーザーグループ、コンソーシ

アム、S5に向けたプロジェクトを形成し、プラットフォームに発展させる。
４）「富岳」の成果はRISTが収集していることから、Long listを作成し効率的に進めるためにRISTや、

研究者にも協力を依頼する。
５）PowerPointの資料だけではなく、動画や、リアルタイムで動作するものを含める。

• 弊社は上記理解に基づき、マイルストーンとタスク案を作成し、9月26日の実務者会議にてご提示し、今
後、役割分担や体制などついてS5拠点内で検討した上で、進め方を定めることとなった。

• 並行して、「バーチャル富岳」のソフトスタック定義に関連して進めていた調査について、「富岳ショーケース」
への多重利用を念頭に進めることとなった。

• これらの調査結果は、4章に記載の「(3)-2バーチャル富岳のソフトウェアスタック定義へ向けた調査」、及
び、「(3)-3富岳ショーケース検討に向けた事例調査」を参照のこと。



(1)-2. 「富岳ショーケース」
①「富岳ショーケース」作成方針の理解に基づく、「富岳」成果の情報収集
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(1)-2. 「富岳ショーケース」
②デジタルツインの定義と「富岳」成果のデジタルツイン一覧

12

• 「富岳ショーケース」の重要なキーであるデジタルツインについて、「デジタルツインの要件整理と事例抽出方
針」として後述の提案をし、12月18日の実務者会議にて議論を行った。

• 「CRDSの2023年戦略プロポーザルによるデジタルツインの整理」を踏まえて、デジタルツインの定義をアッ
プデートした結果を合わせて示す。

• これらの議論を踏まえ、12月7日開催のS5拠点定例会議でのご指示を受けて、R-CCSと企業のディス
カッション時のシーズ集として、スマートシティ、防災、エネルギー分野での「富岳」デジタルツイン一覧を作成
した。



(1)-2. 「富岳ショーケース」
②デジタルツインの定義と「富岳」成果のデジタルツイン一覧
デジタルツインの要件整理のアップデート
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CRDSの戦略プロポーザルの内容に基づき、12/18の実務者会議にてご提示したデジタルツインの要件整理
をアップデートした。

デジタルツインの要件整理（旧案）
① 現実世界に存在するオブジェクトを、高度に計測・観測したデータに基づいて精緻にサイバー空間に

再現していること。
② リアルタイム予測/最適化/監視/制御/意思決定を目的としていること。
③ 現実世界とサイバー空間の間のフィードバックがあること。

デジタルツインの要件整理（新案）
① 現実空間のモデルをサイバー空間にきちんとマップしたモデルを形成すること。
② サイバー空間のモデルが現実空間と同じ動作をするような正確なシミュレーションを実現すること。
③ 現実空間とサイバー空間の間の双方向の接続によって、随時モデルの更新を行えるようにすること。
④ リアルタイム予測/最適化/監視/制御/意思決定を目的としていること。



(1)-2. 「富岳ショーケース」
②デジタルツインの定義と「富岳」成果のデジタルツイン一覧
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(1)-2. 「富岳ショーケース」
③産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの検討
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12月5日の実務者会議にて、事例調査のご報告にて、情報整理について相談し、「全てをまとめる作業は次
の段階とし、一部についてFS的にショーケースの検討を行う」 となった。
これを受け、③産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの検討、と、④「ヘルスケア」「スマートシ
ティ・防災」分野のショーケースのイメージをご提案し、S5拠点にて議論を行った。

③産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの検討
• 2月6日の実務者会議にて、産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの叩き台として「富岳

ショーケース」で整備する機能（イメージ）を提示した。（次頁参照）
• 先端技術やソリューションを顧客向けに展示する「ショーケース」は、多くの企業で取り組み事例がある。こ

れらの分析から「富岳ショーケース」にふさわしいタイプを検討することができるのではないか。また、
Society5.0のステークホルダーとの共創を念頭に、「富岳ショーケース」の機能・フェージング案を策定する
のがよいのではないか。

• S5拠点での議論の結果は下記の通り。
 Ph1、Ph2、Ph3の取組みについて、S5拠点では、時系列ではなく、並行して動くことになる。Ph2、

Ph3を効率的に進めるような、Ph1として「富岳ショーケース」を作っていく必要がある。
 ショーケースは、デジタルツインを軸に成果を提示することと考えている。将来の課題に対するソリューショ

ンとしてのデジタルツイン、デジタルツイン技術ができること、という双方向で検討する。



(1)-2. 「富岳ショーケース」
③産学の事例に基づくショーケースの機能とフェージングの検討
【参考】 「富岳ショーケース」で整備する機能（イメージ）
 「富岳」の今後の活用方針を踏まえると、「富岳ショーケース」は顧客企業との共創をねらいとし、将来的にはタイプ２(イベン

ト拠点）あるいはタイプ3（常設共創拠点）を見据えることが妥当ではないか
 一方で、まずは小さく機動的に始める観点に立てば、サイバー（WEBサイト）を充実しつつ、先行例も踏まえて段階的に、

顧客企業との共創に資する機能を展開することとしてはどうか

 研究成果発信
• 「富岳」を活用した研究成果の紹

介。研究職の閲覧を念頭に、理論
の解説や論文、動画等のコンテン
ツも掲載

 アプリケーションの展示(一部)
• 分析例を体感できるよう、アプリ

ケーションの一部を動的に掲載
 研究課題の「タネ」の展示

• 「富岳」活用のアイデアのタネとする
ため、Society5.0が目指す社会
像や社会課題を掲載

段階的な機能整備のイメージ（たたき台）

<Phase1>
分かりやすい成果発信

<Phase2>
共創に向けた活動の展開

<Phase3>
継続的発展

タイプ１(サイバー)の事例を踏まえ、これまで
の成果を中心にWEBで分かりやすく発信

タイプ2~3の事例を踏まえ、ワークショップや
研究者コミュニティを形成する活動を展開

研究成果のアップデート、
プロジェクト創出

各
フ
ェ
ー
ズ
に
整
備
す
る
機
能(

例)

 セミナー(オンライン/対面)
• 「富岳」活用に関心を持つ研究者

のコミュニティの形成を狙ったセミ
ナーの開催
※研究成果やアプリケーション展示
を活用

 ワークショップ
• 研究成果やアプリケーション展示に

関心を持った研究職を対象とする
「富岳」の機能の活用を“触ってみ
て試すことができる”ワークショップの
開催

 研究成果の更新
• Phase1で整備した

研究成果やアプリ等
のアップデート

 プロジェクト創出
• セミナーやワークショッ

プに参加した研究者
(企業) との検討によ
るプロジェクト創出
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(1)-2. 「富岳ショーケース」
④「ヘルスケア」「スマートシティ・防災」分野のショーケースのイメージ
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④「ヘルスケア」「スマートシティ・防災」分野のショーケースのイメージ
• ③の議論を踏まえ、ビジョン、課題、技術シーズの見せ方について、 2月20日の実務者会議にて、「ヘル

スケア」・「スマートシティ・防災」分野のショーケースのイメージをご提案し、S5拠点にて議論を行った。
• Society5.0の将来像（ビジョン）・そこに至る社会課題（課題）と、「富岳」研究開発成果（技術）

の掛け合わせマップ、等の工夫により、「富岳」ショーケースでの成果の発信が、ステークホルダーとの新たな
研究テーマの議論へ発展することを狙うのがよいのではないか。

• S5拠点での議論の結果は下記の通り。
 技術シーズを課題に重ねて示す場合、既存の課題マップをもととするか、新たに作成するかの観点があ

る。既存の課題マップは、「富岳」が貢献する課題がその一部となる。
 課題は提示する相手によって訴求点が異なる。編集可能な状態が望ましい。
 対象は、都市が考えられる。都市に関係する研究に関わる研究者が問題意識を持っており、様々な

領域の課題が共通的に出てくる。
 都市の将来ビジョンに関わる材料を入れて作りこみを考える。
 大阪・関西万博（以降、「万博」と略す。）での展示は、課題に対する技術シーズというかたちではな

い。どの様に見せるかは別途検討が必要である。



(1)-3. 「富岳」利用マニュアル
①運用技術部門、RIST、FOCUSと連携しドキュメントを更新
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弊社では、貴所Webサイトにて公開中の2点のドキュメント（下記）について、更新を行った。

【概要】
１．産業界向け「富岳」ファーストタッチオプション・クイックスタートガイド
2022年度の貴所支援内にて、S5推進拠点、RIST、FOCUSと共同で作成。「富岳」を手軽に使ってい

ただくため、初心者向けに「富岳」ファーストタッチオプションの利用に関する必須の情報に限って記載した資料。
今年度の更新実績は下表の通り。

２．産業界向け「富岳」利用マニュアル
2021年度の貴所支援内にて、S5推進拠点と共同で作成した。「富岳」を利用する企業向けに、課題の

種類、申請方法、実際の「富岳」の利用方法などを1つにまとめた資料。今年度の更新実績は下表の通り。

No バージョン 更新概要 更新日
1 Ver1.05 • 「富岳」で動作するソフトウェアの最新情報を反映

• Open OnDemandの説明を追記
• 「利用者ポータル」を「「富岳」ポータル」に名称変更し、説明を修正

2023年8月23日

2 Ver1.06 • 「富岳」で動作するソフトウェアの最新情報を反映 2024年1月31日
3 Ver1.07 • 3月末にて「富岳」での提供を終了するソフトウェア情報の更新 公開予定

No バージョン 更新概要 更新日
1 Ver2.02 • 「富岳」で動作するソフトウェアの最新情報を反映

• 「富岳」の課題の種類・利用手続き・利用サービス等の変更点を反映
• 「富岳」Society5.0推進拠点の新設に関する説明を削除
• 引用先のURL、および引用情報の最新化

2024年1月31日

2 Ver2.03 • 3月末にて「富岳」での提供を終了するソフトウェア情報の更新 公開予定



(1)-3. 「富岳」利用マニュアル
①運用技術部門、RIST、FOCUSと連携しドキュメントを更新
：更新ページの例

19



(1)-3. 「富岳」利用マニュアル
①運用技術部門、RIST、FOCUSと連携しドキュメントを更新
：更新ページの例

20



(1)-4. 理研と産業界の協創におけるR-CCS提案の支援
①理研と民間企業の協創フォーラムでのR-CCSによる提案に向けた支援

21

【概要】
• 理研と民間企業との協創フォーラムで、R-CCSからの提案にあたり、都市の熱収支マネジメントをイメージ

アップし、R-CCS内で議論を行う際のたたき台の資料を、「都市熱収支マネジメント（案）」として、提案
した。

• R-CCSの提案内容について、R-CCS内部で協議を行う会議に参加した。



3. 「富岳」等計算基盤を活用した
プロジェクトマネジメントの支援業務

22



実施概要（1/2）

23

No 項目 支援実績

(2)-1 プロジェクトマネジメント支援
プロジェクトマネジメント表作成・研修支援
① S5拠点業務の可視化・計画立案におけるマネジメント表のフォーマットの提案、作成支援
② S5拠点着任者への研修支援

(2)-2 S5推進枠利用課題：
創薬DXプラットフォーム

創薬DXPF推進における助言
① LINCにおける創薬DXプラットフォーム キックオフミーティングのフィードバックを実施

(2)-3 S5推進拠点主体プロジェクト
の支援

万博（運営支援）における「富岳」活用
① 2025年大阪・関西万博アクションプラン（以降、「万博AP」と略す。）に記載の「リモートセンシング

技術による高精度データの収集・分析・配信技術の開発（以降、「リモートセンシング」と称す。）」：
主担当としてプロジェクト推進、総務省と実務4者（R-CCS・NICT・防災科研・大阪大学）会議、
6者会議（4者＋2025年日本国際博覧会協会（以降、「博覧会協会」と称す。）・内閣官房国
際博覧会推進本部事務局（以降、「万博事務局」と称す。））におけるR-CCSの窓口・マネジメン
トとして、役割・スケジュールの整理・調整

② 万博AP（熱中症・高潮）：都市丸ごとのシミュレーション技術研究組合とR-CCSの関係、SIP3期
と本件の関係を整理

③ 運営参加協賛・未来社会ショーケース：上記①②との関係を整理、博覧会協会との協議の窓口・マ
ネジメントを実施

万博のシグネチャーパビリオン「いのちの未来」（以降、「石黒パビリオン」と称す。）における「富岳」成果の
連携
④ R-CCSの窓口・マネジメントとして、R-CCS内の情報整理、石黒パビリオンチームと今後の進め方のす

り合わせを支援
万般関連プロジェクトの横断的な支援・その他の支援
⑤ 万博会期中の「富岳」計算資源量調査
⑥ 所内報告資料の作成支援
⑦ 万博AP（ムーンショット型研究開発制度）の催事出展
⑧ 万博一般参加催事募集に関わる調査支援

仕様書項目（２）「「富岳」等計算基盤を活用したプロジェクトマネジメントの支援業務」の支援実績につ
いて、報告する。※No.列の(1)(2)・・は仕様書の番号、-1-2・・は弊社にて付す枝番である。



実施概要（2/2）
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No 項目 支援実績

(2)-4 富岳NEXT FSレクチャーのマ
ネジメント支援

ポスト「富岳」FSチーム、S5拠点共催でFSレクチャー（2023年2月～12月）
① 推進計画を立案、FSチームと調整し、全体推進
② 前年度実施分の報告書案を作成
③ レクチャーの運営支援・報告書作成



(2)-3. S5推進拠点主体プロジェクトの支援
①万博（運営支援）における「富岳」活用 万博AP（リモートセンシング）

25

【概要】
• 万博APに記載の「リモートセンシング【総務省主管】」の内、「「富岳」を用いた超高速高性能降水予報

の提供」について、プロジェクトを推進した。
• 「「富岳」を用いた超高速高性能降水予報の提供」の推進にあたっては、主管する総務省と実施主体で

ある4者（R-CCS・NICT・防災科研・大阪大学）間の会議と、6者（4者＋博覧会協会・万博事務
局）間の会議ではR-CCSの窓口・マネジメントとして、役割・スケジュールの整理・調整を実施した。R-
CCS内では、データ同化研究チーム、運用技術部門、推進室、S5拠点との間で協議・調整を実施した。

• 総務省、4者との調整作業として、以下を実施した。
‒ 博覧会協会の要求事項の確認と、実施主体4者による取組み内容の認識合わせを実施
‒ 予測結果を万博期間中に提供するために各者が必要な開発予算、運用予算の確保状況を確認
‒ 博覧会協会が求めている要求事項に対応するための環境、技術（予測提供手段、圧縮復号方式、

実施要領など）の仕様、各社の役割を確認
‒ 総務省が申請する「富岳」政策枠申請の作成支援（「富岳」利用の技術的な説明資料準備など）
‒ 契約に関わる調整（博覧会協会との協賛契約や、総務省の委託先企業と理研とのNDA締結の必

要性の有無、「復号用計算機」をR-CCSの計算機室に設置するにあたって必要な手続き（契約形
態、契約者、R-CCSの窓口など）の確認など）

‒ 予測結果提供までの作業の洗い出しと、スケジュール（準備作業、開発、テスト、リハーサル、本番）
作成、スケジュールに基づいた作業の進捗・課題管理



(2)-3. S5推進拠点主体プロジェクトの支援
②万博（運営支援）における「富岳」活用 万博AP（熱中症・高潮）

26

【概要】
• 「万博AP」に記載の「熱中症や高潮浸水の高解像度物理シミュレーションによる早期の情報提供【国

交】」について、アクションプランを推進する「都市丸ごとのシミュレーション技術研究組合」にR-CCSの研究
者が参画していることから、R-CCSとの関係や、R-CCSが未来社会ショーケースに提案しているテーマ案
（防災DX：熱中症）との関わり、「万博AP（リモートセンシング）」と連携の可能性などについて確認
を行った。

• 2022年度に未来社会ショーケースにテーマ案を提案後、 「万博AP」の枠組みに、R-CCSが関係する
テーマが、随時追加された。そのうち、「戦略的イノベーション創造プログラム【内閣府（科技）】」は、
SIP3期として「スマート防災ネットワークの構築」について研究開発が進められる予定で、万博での催事
出展の可能性がある。そのため、 「スマート防災ネットワーク」の公募の状況について確認を行うとともに、
フィジビリティスタディ（FS）に関わったR-CCSの研究者の提案が採択された場合に対応できるよう、R-
CCSが未来社会ショーケースに提案しているテーマ案（防災DX：地震災害）との関わりや、「万博AP
（リモートセンシング）」と連携の可能性などについて確認を行った。



(2)-3. S5推進拠点主体プロジェクトの支援
④万博（石黒パビリオン）における「富岳」成果の連携

27

【概要】
• 石黒パビリオンで、「富岳」を活用した未来技術の発信を行っていくために、R-CCS内の情報・スケジュー

ルの整理・調整、及び、R-CCSの窓口として、石黒パビリオンチームと調整、協議などを実施した。
• 石黒パビリオンチームとの調整・協議として、以下を実施した。

‒ 石黒パビリオン側の展示内容、展示方法に対する要望、ニーズ収集、検討状況の確認
‒ 石黒パビリオンへの展示内容、展示方法について、R-CCS内部の意見調整、スケジュール案の策定
‒ 石黒パビリオンの全体管理を行う民間企業とのNDA締結に向けた調整
‒ R-CCSの五十嵐先生の展示コンテンツ案「脳シミュレーション」の展示に必要な計算資源や研究費に

ついて情報整理
• 2023年11月からは、S5拠点にて「心臓・細胞シミュレーション」を含む「人間丸ごとデジタルツイン」展示

案を検討し、石黒パビリオンへ提案、石黒パビリオン側との調整、採否の確認を行った。



(2)-3. S5推進拠点主体プロジェクトの支援
⑤万博会期中の「富岳」計算資源量調査

28

【概要】
• 万博（運営支援）や石黒パビリオンなど、理研が提案する各案件で万博開催中に全体で「富岳」をど

の程度使用するのか、全体で想定される使用ノード数を把握するための調査を実施し、「万博会期中の
「富岳」計算資源量」として取り纏めた。



(2)-3. S5推進拠点主体プロジェクトの支援
万般関連プロジェクトの横断的な支援・その他の支援

29

⑥所内報告資料の作成支援
• R-CCSでの万博の活動に関する報告を行うため、万博AP（リモートセンシング）、万博AP（熱中症・

高潮）、石黒パビリオンについての関連資料の取りまとめを実施した。

⑦万博AP（ムーンショット型研究開発制度）の催事出展
• 2022年度に未来社会ショーケースにテーマ案を提案後、「万博AP」の枠組みに追加された「ムーンショッ

ト型研究開発制度【内閣府（科技）】」は、万博での催事出展の可能性がある。ムーンショットの研究
テーマの中には、R-CCSと関わるテーマもあり、「富岳」を活用する研究テーマ等については、広報面で
「万博AP（リモートセンシング）」との連携の可能性があるか確認を行った。

⑧万博一般参加催事募集に関わる調査支援
• “未来社会に向けた取組みを事前発信し、万博でその一部を実感できないか“、博覧会協会が一般参

加を募集している「万博一般参加催事」の活用を検討するための調査を行った。
• 調査は、博覧会協会が募集しているWebサイトからの情報、及び、博覧会協会とのQ&Aのやり取りなど

により、確認した。
• 調査結果は、S5拠点内で検討を行うための資料として報告を行った。



【概要】
• 次世代計算機版に係る調査研究事業の理研FSチームとS5拠点が共催する「FSチーム向けレクチャー」

について、2023年3月にFSチームとS5拠点で合意した実施計画に基づき、2023年度は3回実施した。
• レクチャー実施にあたり、「講師リスト」からFSチームが選定した講師候補に対し、コンタクトを取り、レク

チャーの依頼と、日程調整、事前資料の提供の依頼等を行った。
• レクチャー当日は、オンライン会議の設営・運営を行った。
• 前年度に実施したFSレクチャーの実施報告書案を作成し、FSチームに提出した。

(2)-4. 富岳NEXT FSレクチャーのマネジメント支援

30



4. 上記支援業務に資する情報の
収集、分析、管理のための活動等の支援業務

31



実施概要

32

No 項目 支援実績

(3)-1
（1）新規プロジェクト開拓に資する
情報の収集、分析、管理等の支援
：企業との協創、産業事例

① 民間企業の「富岳」「京」等の利用実績の調査
② 医療系事例調査：医療系の「富岳」事例の調査・過去の調査結果の集約

(3)-2

（1）新規プロジェクト開拓に資する
情報の収集、分析、管理等の支援
：バーチャル富岳のソフトウェアスタッ
ク定義へ向けた調査

① 成果創出加速プログラム領域１～４で開発・利用されたソフトウェアの網羅的調査（開発
者・販売者・用途等）

② 「富岳」・「京」・第２階層計算資源によるOSSの利用実績の調査

(3)-3

（1）新規プロジェクト開拓に資する
情報の収集、分析、管理等の支援
：「富岳ショーケース」検討に向けた
事例調査

① デジタルツイン一覧：スマートシティをテーマにした、R-CCSと企業のディスカッション時のシー
ズ集として、「富岳」デジタルツイン一覧（スマートシティ、防災、エネルギー）作成

② 成果創出加速プログラムの情報整理・課題の継承関係・利用ソフトウェアの調査
③ 「富岳」事例の動画情報の調査
④ RIST、FOCUSにて発信されている事例の整理

(3)-4
（2）「富岳」等計算基盤を活用し
たプロジェクトマネジメントの支援業務
に資する情報の収集、分析、管理の
ための活動等の支援

① 万博（運営支援）に関連するテーマの外部資金調査
② SIP3期調査スマート防災・スマートインフラの公募情報の確認とR-CCSの研究チームへ提

案内容の確認

(3)-5 その他の情報の収集、分析、管理の
ための活動等の支援

① AC資料の作成支援
② 理研一般公開（11/3）向け対応としてポスターの原稿を作成

仕様書項目（３）「上記支援業務に資する情報の収集、分析、管理のための活動等の支援業務」の支
援実績について、報告する。
※No.列の(1)(2)・・は仕様書の番号、-1-2・・は弊社にて付す枝番である。



(3)-1. 企業との協創、産業事例
①民間企業の「富岳」「京」等の利用実績の調査

33

【概要】
• 民間企業の「富岳」「京」等の利用実績の調査を実施した。
• 調査結果は、2023年9月8日に、「民間企業・関連会社の「富岳」利用事例について」として、以下の

内容について報告した。
 「京」利用事例：事例①～③
 「富岳」利用事例：事例④～⑤
 日本燃焼学会誌への掲載（事例⑤）



(3)-1. 企業との協創、産業事例
②医療系の「富岳」事例の調査・過去の調査結果の集約

34

【概要】
• 医療系の「富岳」事例の調査、及び、過去の調査結果の内容、薬機法への対応事例等について、調査、

取りまとめを行った。
• 2024年1月9日に開催の「第19回Society5.0推進活用実務者会議」にて、「医療機器・医療行為

関連の事例調査」として報告した。



(3)-2. バーチャル富岳のソフトウェアスタック定義へ向けた調査
①成果創出加速プログラム領域１～４で開発・利用されたソフトウェアの網羅的調査
【概要】
• 「バーチャル富岳」に搭載するソフトウェアスタックの検討に資する情報として、成果創出加速プログラムにて

使用・開発されたソフトウェアを抽出して、網羅的な調査を実施した。「富岳ショーケース」と「アプリケーショ
ン群」の基礎調査としても活用することを想定したため、抽出されたソフトウェアに対し、コミュニティ形成の
担い手（開発者、ベンダー、ユーザー・コンソーシアム）や使用される業界・分野の判断の考察に有益と
思われる情報を調査した。

• 令和2年度・令和3年度の「富岳」成果創出加速プログラム課題に対して、ソフトウェアおよび課題参画
企業を各課題の報告書やHPから抽出した。そして、抽出したソフトウェアの用途、開発・販売に関わる企
業・団体について、Web調査を実施した。

• 本調査によって合計129件のソフトウェアを抽出し、下記の項目についてリスト化を行った。

• また、各ソフトウェアがどの課題で使用されたか、また、ソフトウェアが使用された（サブ）課題に参画した
企業についてもリスト化を行っている。
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項目 調査対象とした意図
①開発者・開発機関 コミュニティ形成の中核となる開発者
②ソフトウェアの開発・販売に関わる企業、団体 コミュニティ運営の担い手候補としてのベンダー
③ソフトウェアの用途 使用される業界・分野の判断
④成果創出加速プログラムでの活用事例 使用される業界・分野の判断
⑤課題参加企業数 コミュニティを形成するユーザーグループ・コンソーシアムの大きさの

参考指標



(3)-2. バーチャル富岳のソフトウェアスタック定義へ向けた調査
①成果創出加速プログラム領域１～４で開発・利用されたソフトウェアの網羅的調査
【成果物の概要「成果創出加速プログラムのソフトウェア追加調査」（1/3）】

各プログラム課題で使用されたソフトウェアの一覧（領域③）
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(3)-2. バーチャル富岳のソフトウェアスタック定義へ向けた調査
②「富岳」・「京」・第２階層計算資源によるOSSの利用実績の調査
【概要】
• 支援実績①に記載の成果創出加速プログラムで開発・利用されたソフトウェアの網羅的調査では、調査

スコープが限定されていることから、普及が進んでいる有名なソフトウェアが抽出対象に上がらないなど、有
望なソフトウェアを取りこぼしている懸念が生じた。

• 上記を受けて、「共通ソフトウェアスタック」の候補を定義し、追加調査を行った。

• 調査スコープを成果創出加速プログラム以外にも広げることで、ソフトウェアスタックの③、④に該当する有
望な候補を抽出することとした。具体的には、HPCIで検索できる「富岳」上で利用可能なソフトウェアのう
ち、「シミュレーション」に該当するもの全44件と成果創出加速プログラム領域２、３から抽出したソフト
ウェア全80件に対して、HPCIの利用報告書データベースを調査対象として、下記の項目について整理を
行った。
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項目 調査対象とした意図
①開発者・開発機関 移植打診のアプローチ先候補
②ソフトウェアの開発・販売に関わる企業、団体 サポートベンダーの担い手候補
③利用報告書件数 ユーザーニーズの大きさの目安
④ソフトウェアの用途 使用される業界・分野の判断

① R-CCSアプリ（GENESIS、CUBE、SCALE、NTChem）
② 成果創出加速プログラム課題にて、開発または利用されているソフトウェア
③ OSS ※RISTや運技で整備したものは「富岳」で動作確認済
④ ISV （商用ソフトウェア）※運技・富士通で整備したものは「富岳」で動作確認済



(3)-2. バーチャル富岳のソフトウェアスタック定義へ向けた調査
②「富岳」・「京」・第２階層計算資源によるOSSの利用実績の調査
【成果物の概要】

調査対象ソフトウェアに対するHPCIの利用報告書件数 ※一部抜粋

38



(3)-3. 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査
①デジタルツイン一覧：スマートシティをテーマにした、R-CCSと企業のディスカッション時の
シーズ集として、「富岳」デジタルツイン一覧（スマートシティ、防災、エネルギー）作成

【概要】
• R-CCSと企業のディスカッション時のシーズ集として、スマートシティ、防災、エネルギー分野での「富岳」デ

ジタルツイン一覧を作成した。
• R-CCS所属研究者や成果創出加速プログラム課題から、上記分野に該当する研究を抽出し、合計11

件のデジタルツインリストを作成した。また、そのデジタルツインのプレゼンテーションに使用可能なコンテンツ
や、使用されているソフトウェアの一覧表についてまとめた。
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(3)-3. 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査
②成果創出加速プログラムの情報整理・課題の継承関係・利用ソフトウェアの調査
【概要】
• 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査として、本年度に実施した「富岳」成果創出加速プログラム課

題を対象とした調査で使用した情報源について整理・一覧化を実施した。
• また、令和5年度採択課題の情報を把握するため、令和2年度課題との継承関係や、令和5年度課題

で使用されているソフトウェアについての調査も実施した。（令和5年度課題については資料が限定されて
いるため、公開されている範囲での調査とした。）
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(3)-3. 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査
③「富岳」事例の動画情報の調査
【概要】
•「富岳」事例を取り上げた公開動画について調
査を行った。

•YouTubeにて公開されている動画の情報を
APIにより取得し、「富岳」について言及されて
いる動画171件をリストアップした。

41



(3)-3. 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査
④RIST、FOCUSにて発信されている事例の整理
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【概要】
• 「富岳」研究成果の事例として、RIST、FOCUSより発信されている情報の把握を目的に、事例調査を

行った。
FOCUSにて発信されている事例の整理
• FOCUSが「富岳」事例を発信している「スパコンと計算科学 利用事例集」の調査・リスト化を行い、第1

号～第13号に記載されている全234件の事例のうち、「富岳」を利用した13件の事例を抽出した。
• また、下記2点について確認した。

1. 一部の事例ではハイパーリンクが張られており、リンク先（研究機関HP、動画や論文など）にアクセ
スできる。（第11号～第13号の事例についてはリンク先をすべて確認し、一覧化した。）

2. 第3号（2013年3月）以降は、主に「医療・健康」「防災・安全」「環境・エネルギー」「ものづくり」
の4つの分野で事例分けされている。



(3)-3. 「富岳ショーケース」検討に向けた事例調査
④RIST、FOCUSにて発信されている事例の整理
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RISTにて発信されている事例の整理
• 「富岳」における主要な研究成果と産業応用事例を調査するため、RISTの発信する公開コンテンツ情報

に関して事例調査・リスト化を行った。
• 下記の情報源i.～iv.に関して 「富岳」利用事例のリスト化を行うとともに、情報源v.に関してイベント・講

習会・セミナー等の情報のリスト化を行った。
i. HPCIマガジン富岳百景
ii. 「富岳」インタビュー動画
iii. Hello! 「富岳」 ～産業利用の広場～
iv. はじめてのHPCI
v. HPCIポータルサイト「イベント・講習会」ページ

• 上記で作成した各リストに関して、下記2点の情報整理を行った。
1. 各事例に対して、ドキュメント、スライド、動画等の手に入るリソース有無を調査。
2. ソフトウェアのデモ環境（ワークショップやチュートリアルの実施実績）の有無を調査。

• RISTの情報源i.～iv.に記載されている全34件をリスト化し、「富岳」を利用した23件の事例を抽出すると
ともに、ドキュメント・動画等の掲載有無を調査した。

• RISTの情報源v.に記載されている2021～2023年度のイベント・講習会・セミナー等（全216件）をリ
スト化するとともに、2023年度の74件のイベントに対して、スライド、動画等の掲載有無、およびソフトウェ
アのデモ環境（ワークショップやチュートリアルの実施実績）の有無を調査した。



(3)-5. その他の情報の収集、分析、管理のための活動等の支援
②理研公開日ポスター一般公開11/3向け対応としてポスターの原稿を作成

44

2023年11月3日の理化学研究所 一般公開（神戸地区）において、S5推進拠点の紹介に使用する
ポスターの作成支援を行った。
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